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形
　 

精  

一

　
平
成
二
十
五
年
度
の
本
学
会
は
、
初
日
の
日
本
教
育
大
学
協
会
全
国
書
道
教
育
部
門
会

と
三
日
目
の
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
に
挟
ま
れ
た
十
月
五
日
、
私
の
郷
里
、
前
橋

市
の
群
馬
大
学
教
育
学
部
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
関
東
地
区
で
は
一
昨
年
の
茨
城

大
会
に
続
き
ま
す
が
、
当
大
学
で
は
初
め
て
で
、
永
由
徳
夫
先
生
の
絶
大
な
御
尽
力
に
よ

っ
て
実
現
を
み
た
も
の
で
す
。
先
生
を
敬
慕
す
る
大
勢
の
学
生
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
よ
ろ

し
く
、
運
営
に
あ
た
ら
れ
た
関
係
各
位
に
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
茶
コ
ー

ナ
ー
に
描
か
れ
た
『
上
毛
カ
ル
タ
』
の
数
々
は
私
の
少
年
期
を
懐
古
す
る
の
に
十
分
で
、

会
員
へ
の｢

お
・
も
・
て
・
な
・
し｣

の
心
が
随
所
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
学
会
の
メ
イ
ン
で
あ
る
研
究
発
表
に
は
八
件
、
投
稿
に
は
二
件
の
応
募
が
あ
り
、
紀
要

掲
載
に
あ
た
っ
て
は
査
読
委
員
の
意
見
を
ふ
ま
え
慎
重
に
審
議
い
た
し
ま
し
た
。
先
行
資

料
を
的
確
に
引
用
し
な
が
ら
創
意
あ
る
テ
ー
マ
を
論
証
す
る
研
究
が
大
半
で
し
た
が
、
中

に
は
用
語
の
概
念
規
定
が
曖
昧
で
あ
っ
た
り
、
首
尾
が
一
貫
し
な
い
も
の
が
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
不
掲
載
の
原
稿
に
は
理
由
を
附
し
て
返
却
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
捲
土
重
来
を

期
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
記
念
講
演
は
同
大
学
名
誉
教
授
・
石
田
肇
先
生
の
御

当
地
な
ら
で
は
の
演
題｢

群
馬
周
辺
の
金
石
文｣

で
、
豊
富
な
拓
本
を
か
か
げ
な
が
ら
の

上
毛
三
碑
を
中
心
と
す
る
解
説
は
大
好
評
で
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
学
会
を
特
色
つ
け
る
「
会
員
書
作
展
」
に
は
永
由
先
生
の
奔
走
の
お
か
げ
で
六
十
五
点

が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。「
群
僊
閣
」
と
題
し
た
近
年
で
は
珍
し
い
折
帖
形
式
で
、
全
長

十
六
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
〝
平
成
の
手
鑑
〟
は
ま
さ
に
壮
観
で
し
た
。
例
年
の
半
切
に
は
見

ら
れ
な
い
多
様
な
表
現
は
、
学
生
に
と
っ
て
も
よ
き
鑑
賞
教
材
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
大
会
は
以
上
の
よ
う
に
盛
況
で
し
た
が
、
開
催
直
前
の
九
月
十
九
日
、
常
任
理
事
の
鶴

田
一
雄
先
生
急
逝
の
訃
報
が
届
き
ま
し
た
。
先
生
は
伝
統
あ
る
新
潟
大
学
書
道
科
主
任
教

授
と
し
て
、
最
近
で
は
お
会
い
す
る
毎
に
、
新
課
程
「
芸
術
環
境
創
造
課
程
」
の
行
く
末

を
案
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
当
会
で
も
い
っ
そ
う
の
御
活
躍
を
期
待
し
て
い
た
だ
け
に
、

無
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
役
員
改
選
の
年
に
あ
た
り
、
理
事
会
お
よ
び
総
会
で
理
事
長
他
数
名
の

改
選
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
思
い
起
こ
せ
ば
私
こ
と
、
八
年
前
、
現
会
長
野
中
浩
俊
先
生

か
ら
の
本
学
会
役
員
へ
の
要
請
を
受
け
、
二
年
後
か
ら
は
理
事
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、

今
日
ま
で
の
六
年
間
を
大
過
な
く
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
初
敷
居
の
高
く
感
じ
ら

れ
た
役
員
会
も
、二
次
会
の
酒
席
を
通
し
て
徐
々
に
慣
れ
、総
力
を
結
集
し
て
念
願
の
『
書

の
古
典
と
理
論
』
を
発
刊
す
る
ま
で
に
到
り
ま
し
た
。
力
不
足
の
私
を
支
え
て
下
さ
い
ま

し
た
皆
々
様
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
一
方
、
総
会
で
は
書
写
書
道
教
育
の
発
展
を
期
し
、
次
期
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
向

け
て
、
書
道
界
と
教
育
界
が
「
書
写
・
書
道
教
育
推
進
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
る
に
あ
た

り
、
本
会
も
発
起
団
体
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
本
会
は
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
、
紀
要
発
行
の
他
、
諸
問
題

の
討
議
や
関
連
す
る
諸
機
構
と
の
連
絡
及
び
協
力

な
ど
も
規
約
に
謳
わ
れ
て
お
り
、
今
後
、
協
議
会

の
動
向
を
見
守
り
な
が
ら
機
敏
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
来
年
度
の
大
会
は
大
橋
修
一
先
生
の
御
厚
意
で

埼
玉
大
学
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
の
一
人

で
も
多
く
の
御
参
加
を
得
て
、
大
盛
会
と
な
る
よ

う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

全
国
大
学
書
道
学
会

会　
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全
国
大
学
書
道
学
会

　
　
　
　
　

平
成
二
十
五
年
度
（
群
馬
）
大
会
を
終
え
て

群
馬
大
学
　
　
　
永  

由
　 

徳  

夫

　
平
成
二
十
五
年
十
月
五
日
（
土
）、
群
馬
大
学
教
育
学
部
を
会
場
に
、
全
国
大
学
書
道

学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
群
馬
大
会
の
様
子
を
所
感
も
交
え
な
が
ら
報
告
致

し
ま
す
。

　
大
会
参
加
者
は
七
十
四
名
（
会
員
五
十
九
名
、
準
会
員
十
五
名
）。
総
会
開
催
後
、
八

件
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
斯
学
に
寄
与
す
る
充
実
し
た
発
表
で
あ

り
、
白
熱
し
た
討
議
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
事
な
が
ら
、
上
智
大
学
在

学
中
に
ご
指
導
賜
っ
た
、
本
学
会
参
与
で
か
つ
て
群
馬
大
学
で
も
教
鞭
を
執
ら
れ
た
加
藤

達
成
先
生
が
、「
群
馬
は
第
二
の
ふ
る
さ
と
。
必
ず
来
年
は
伺
い
ま
す
か
ら
」
と
、昨
年
度
、

京
都
大
会
の
折
に
仰
ら
れ
、
そ
の
お
約
束
を
万
難
を
排
し
て
果
た
し
て
く
だ
さ
れ
た
ば
か

り
か
、
研
究
発
表
に
対
し
て
質
疑
も
な
さ
れ
る
矍
鑠
た
る
お
姿
に
は
、
畏
服
す
る
ば
か
り

で
あ
り
ま
し
た
。
　
　

　
研
究
発
表
に
引
き
続
き
、
群
馬
大
学
名
誉
教
授
・
石
田
肇
氏
に
よ
る
「
群
馬
周
辺
の
金

石
文
」
と
題
す
る
記
念
講
演
が
催
さ
れ
ま
し
た
。「
多
胡
碑
記
」「
前
橋
妙
安
寺
鐘
銘
」「
若

舎
人
銘
石
櫃
」
等
に
関
す
る
詳
密
な
解
説
と
と
も
に
、
多
く
の
拓
本
が
展
示
さ
れ
、
講
演

後
も
拓
本
を
囲
ん
で
談
論
の
輪
が
で
き
る
ほ
ど
の
活
況
を
呈
し
ま
し
た
。
こ
こ
群
馬
の
地

は
、
大
陸
か
ら
の
渡
来
人
の
影
響
か
、
堅
牢
な
「
石
の
文
化
」
が
根
づ
い
て
い
る
こ
と
を
、

さ
ら
に
こ
の
「
石
の
文
化
」
は
、
拓
本
と
い
う
「
紙
の
質
感
」
を
媒
介
と
し
て
今
日
ま
で

伝
え
得
る
こ
と
を
、
私
自

身
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
次

第
で
す
。

　
十
月
四
日
（
金
）
～
六

日
（
日
）
の
書
道
三
学
会

会
期
中
、
教
育
学
部
Ｃ
―

二
〇
四
教
室
に
て
、「
全
国
大
学
書
道
学
会
会
員
書
作
展
」を
併
催
致
し
ま
し
た
。
本
年
は
、

手
鑑
「
群
僊
閣
」
を
制
作
致
し
ま
し
た
が
、六
十
五
点
に
及
ぶ
多
数
の
出
品
を
い
た
だ
き
、

全
長
一
六
・
七
メ
ー
ト
ル
の
長
帖
が
完
成
し
ま
し
た
。
箱
書
及
び
外
題
は
会
長
・
野
中
吟

雪
先
生
、
内
題
は
理
事
長
・
平
形
精
逸
先
生
が
、
ご
多
用
に
も
拘
ら
ず
、
快
く
ご
揮
毫
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
裂
は
正
絹
を
用
い
、
絢
爛
の
中
に
も
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
帖
に
仕
立
て

ら
れ
ま
し
た
の
も
、
こ
れ
偏
に
、
お
力
添
え
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
方
の
お
蔭
で
あ
り
ま
す
。

尚
、「
群
僊
閣
」
の
称
は
、
東
洋
画
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
好
ま
れ
る
、
仙
人
が
一
所
に
集

う
様
を
描
い
た
「
群
仙
図
」
に
因
み
、
多
く
の
皆
様
が
全
国
各
地
よ
り
こ
こ
群
馬
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
る
慶
事
を
重
ね
合
わ
せ
た
次
第
で
す
。
学
生
と
議
論
し
な
が
ら
名
称
を
決
定

し
た
こ
と
も
、
今
と
な
っ
て
は
良
い
思
い
出
で
あ
り
ま
す
。
片
や
常
任
理
事
で
あ
ら
れ
た

鶴
田
一
雄
先
生
急
逝
の
報
は
、
誠
に
心
痛
極
ま
り
な
い
も
の
で
し
た
。
本
帖
所
収
の
玉
作

「
長
樂
」
は
、
ま
さ
し
く
病
を
押
し
て
の
渾
身
の
一
作
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
思
い

を
致
す
と
、
只
々
ご
鴻
恩
に
深
謝
し
、
ご
冥
福
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
至
ら
ぬ
点
が
多
く
、
ま
た
、
足
元
不
如
意
の
地
で
あ
り
ま
し
た
の
に
、
多
数
の
皆
様
に

ご
来
駕
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
励
ま

し
の
言
葉
を
支
え
に
、
青
息
吐
息
の
体
な

が
ら
、
何
と
か
伝
統
の
襷
を
途
絶
え
さ
せ

ず
に
済
み
、
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
引
っ
込
み
思
案
な
群
馬
ッ

子
達
に
も
、
温
か
な
お
声
掛
け
を
い
た
だ

き
、
学
生
共
々
感
激
し
た
こ
と
な
ど
、
拙

文
を
物
す
今
と
な
っ
て
も
、
半
年
前
の
皆

様
か
ら
の
ご
芳
情
が
思
い
起
こ
さ
れ
、
改

め
て
感
謝
の
念
が
沸
き
起
こ
っ
て
き
ま

す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
全
国
大
学
書

道
学
会
の
益
々
の
発
展
、
な
ら
び
に
次
年

度
開
催
の
埼
玉
大
会
が
盛
会
で
あ
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。
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追   

悼
　

鶴
田
逸
亭
氏
の
逝
去
を
悼
む

　
横  

田
　 

恭  

三

　
平
成
二
十
五
年
九
月
一
九
日
、
鶴
田
逸
亭
氏
が
六
一
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
八
月
末
に

体
調
不
良
で
倒
れ
て
か
ら
三
週
間
、
ア
ッ
と
い
う
間
の
他
界
で
あ
っ
た
。
病
名
は
胃
癌
と

の
こ
と
だ
が
、
病
状
に
つ
い
て
は
ご
本
人
も
全
く
気
づ
い
て
お
ら
ず
、
八
月
下
旬
に
は
出

張
で
上
京
す
る
な
ど
忙
し
く
動
き
回
っ
て
い
ら
し
た
。
倒
れ
た
際
に
精
密
検
査
を
受
け
て

は
じ
め
て
病
状
が
わ
か
っ
た
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、
す
で
に
手
遅
れ
の
状
態
で
あ
っ
た
。

　
入
院
し
て
一
週
間
ほ
ど
し
た
九
月
七
日
、
西
林
悠
介
先
生
ご
夫
妻
、
俟
清
社
事
務
局
の

濱
田
青
城
氏
と
私
の
四
人
で
お
見
舞
い
に
出
か
け
た
。
鶴
田
夫
人
の
話
で
は
、
朦
朧
と
し

た
意
識
だ
か
ら
面
会
し
て
も
た
ぶ
ん
会
話
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

病
室
で
代
わ
る
が
わ
る
名
前
を
呼
ぶ
な
ど
し
て
声
を
か
け
た
ら
、
鶴
田
氏
は
少
し
だ
け
目

を
開
け
、
絞
り
出
す
よ
う
な
声
で
二
言
三
言
答
え
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
最
期
の

別
れ
に
な
る
と
は
誰
が
予
想
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
鶴
田
氏
と
の
出
会
い
は
学
生
時
代
に
ま
で
遡
る
。同
じ
大
学
の
二
年
上
の
先
輩
で
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
そ
の
性
格
は
温
厚
で
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ

し
て
何
事
も
ま
じ
め
に
応
対
し
て
く
れ
た
。
大
学
院
修
士
課
程
修
了
後
、
埼
玉
県
立
高
校

の
教
員
に
な
り
、
昭
和
六
十
年
四
月
に
は
新
潟
大
学
へ
助
手
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
専
任
講
師
、
助
教
授
と
順
調
に
昇
格
さ
れ
、
平
成
一
五
年
に
は
教
授
職
に
着
か
れ
た
。

こ
の
間
、
書
道
教
員
を
目
指
す
学
生
た
ち
に
対
し
て
、
特
に
書
道
史
や
書
論
な
ど
の
理
論

面
の
指
導
に
当
た
ら
れ
た
。
当
時
、
野
中
吟
雪
教
授
の
肝
入
り
で
書
道
科
か
ら
『
積
水
』、

さ
ら
に
院
生
・
卒
業
生
に
よ
る
『
書
叢
』
が
そ
れ
ぞ
れ
定
期
的
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
こ
の

発
刊
に
当
た
り
鶴
田
氏
も
大
い
に
尽
力
さ
れ
た
。

　「
春
秋
・
戦
国
期
の
文
字
資
料
」
に
研
究
テ
ー
マ
の
軸
足
を
置
き
、
中
国
の
史
跡
を
訪

ね
る
旅
を
幾
度
と
な
く
実
行
し
た
が
、
近
年
は
、
新
潟
大
学
同
僚
の
科
研
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
に
足
を
運
び
、
敦
煌
文
書
を
調
査
さ
れ
て
い
た
。

　
本
学
会
に
お
い
て
は
、
長
ら
く
常
任
理
事
と
し
て
会
の
運
営
に
深
く
関
わ
り
、
会
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
。

　
あ
ま
り
に
も
早
す
ぎ
る
逝
去
に
、
な
ん
と
申
し
上
げ
て
よ
い
か
、
本
当
に
言
葉
が
見
つ

か
ら
な
い
。
こ
こ
に
鶴
田
逸
亭
氏
の
本
学
会
へ
の
貢
献
に
感
謝
し
つ
つ
、
心
か
ら
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
た
い
。

　
『
書
の
古
典
と
理
論
』
経
過
報
告

　
学
会
の
総
力
を
挙
げ
、
平
成
二
十
五
年
三
月
に
上
梓
し
た
『
書
の
古
典
と
理
論
』
は
、

大
学
の
教
育
現
場
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
高
等
学
校
教
員
や
書
愛
好
者
な
ど
周
辺
の
方
々

か
ら
も
好
評
を
い
た
だ
き
、
た
ち
ま
ち
同
年
七
月
に
第
二
刷
を
発
行
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

平
成
二
十
六
年
三
月
に
は
第
三
刷
に
至
り
ま
し
た
。
第
一
刷
は
三
五
〇
〇
冊
、
第
二
刷
は

三
〇
〇
〇
冊
、
第
三
刷
も
三
〇
〇
〇
冊
の
印
刷
と
な
り
ま
し
た
。
第
二
刷
、
第
三
刷
を
発

行
す
る
に
あ
た
り
、
誤
植
や
誤
記
を
調
査
し
修
正
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
見

落
と
し
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
手
前
味
噌
な
話
に
な
り
ま
す
が
、
本
書
の
優
れ
た
点
は
、
類
書
に
は
な
い
古
典
・
理
論
・

資
料
の
三
部
構
成
で
、
わ
か
り
や
す
い
解
説
と
コ
ラ
ム
に
心
掛
け
、
そ
れ
を
オ
ー
ル
カ
ラ

ー
図
版
に
仕
立
て
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
も
書
籍
離
れ
が
著
し
い
昨
今
の
大
学
生
を
意

識
し
て
廉
価
に
抑
え
た
こ
と
も
功
を
奏
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
廉
価
に
設
定
で
き
た
の
は

執
筆
者
と
編
集
委
員
の
無
償
の
協
力
、
そ
れ
に
出
版
社
の
斯
学
へ
の
理
解
が
あ
っ
た
か
ら

に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
第
一
刷
目
は
印
税
が
な
く
、
第
二
刷
目
以
降
に
五
％
の
印
税
が
発

生
す
る
契
約
を
交
わ
し
ま
し
た
。
年
に
一
度
、売
り
上
げ
冊
数
に
対
し
て
印
税
を
計
算
し
、

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
学
会
の
収
入
と
な
り
ま
す
。

　
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
本
書
を
学
生
と
と
も
に
活
用
し
た
り
、
あ
る
い
は
書
愛

好
者
な
ど
周
辺
の
方
々
へ
大
い
に
喧
伝
し
た
り
し
て
十
分
に
活
用
い
た
だ
け
る
こ
と
を
心

よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

（
大
学
テ
キ
ス
ト
編
集
委
員
会
）
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全国大学書道学会　平成 25 年度（群馬）大会　次第

開 催 日　　　平成 25 年 10 月５日（土）
会　　場　　　群馬大学教育学部
開催大学　　　群馬大学

●	９：00　受　　付　（参加費 会員 4,000 円　準会員〈大学院生〉2,000 円）

●	９：30～	10：40　平成 25年度総会／開会式（C203 教室）　司　会：事務局

１．開会のことば 副理事長 横田　恭三（跡見学園女子大学）
２．開催大学あいさつ 群馬大学 永由　徳夫　先生
３．会長あいさつ  野中　浩俊（岐阜女子大学）
４．理事長あいさつ  平形　精一（常葉大学）
５．議事 議　長 神野　雄二（熊本大学 )
　１）平成 24 年度事業報告 →資料１  石井　　健（東京学芸大学）
　２）平成 24 年度決算報告 →資料２  柿木原くみ（相模女子大学）
　３）平成 24 年度監査報告  大橋　修一（埼玉大学）
　４）平成 25 年度事業計画（案）→資料３  石井　　健（東京学芸大学）
　５）平成 25 年度予算（案）→資料４  柿木原くみ（相模女子大学）
　６）役員改選（案）について →資料５  石井　　健（東京学芸大学）
　７）その他
６．その他
　１）学会誌について  鈴木　晴彦（日本大学）
　２）『書の古典と理論』刊行について  横田　恭三（跡見学園女子大学）
　３）「書写・書道教育に関する要望書」について →資料６  平形　精一（常葉大学）
　４）次年度開催大学あいさつ  大橋　修一（埼玉大学）
　５）新入会員紹介 →資料７  事務局
　６）その他
７．閉会のことば  小川　博章（淑徳大学）

●	10：50	～	12：30　研究発表　午前の部	 	
　　　第１会場（C203 教室）　司　会：森上　洋光（四国大学）  
10：50 ～ 11：20  
　　　中林梧竹について　―梧竹の渡清を中心に 東京学芸大学大学院 修士課程２年 八尋　友惟  
11：25 ～ 11：55  
　　　書の鑑賞について　─その理論と方法の考察を中心に─ 東京学芸大学大学院 修士課程２年 山下　由季  
12：00 ～ 12：30  
　　　中橋徳五郎「毛筆廃止論」に対する書道界の抵抗 鎌倉女子大学短期大学部専任講師 杉山　勇人

　　　第２会場（C206 教室）　司　会：鈴木　晴彦（日本大学）  
10：50 ～ 11：20    
　　　王鐸の書における米芾の影響について 新潟大学大学院 修士課程１年 廣木　知佳 
11：25 ～ 11：55    
　　　法隆寺印の字様の復元 東京学芸大学准教授 石井　　健 
12：00 ～ 12：30　  
　　　良寛と會津八一・北大路魯山人 新潟大学准教授 角田　勝久

●		12：20	～	13：10　昼　　食	 	 	

●	13：10	～	14：50　研究発表　午後の部	 	
　　　第１会場（C204 教室）　司　会：小川　博章（淑徳大学）  
13：30 ～ 14：00  
　　　平島公方足利義根と近世阿波の書道文化 四国大学教授 太田　　剛 
14：05 ～ 14：35  
　　　中国六世紀の墓誌銘の四言詩句に見られる字句と書風の伝承 愛媛大学教授 東　　賢司

●		14：35	～	14：55　休　　憩	

《	三学会合同懇親会	》	 	
● 18：00　三学会合同懇親会

日　　時　　10 月５日（土）　18：00 ～ 20：00  
場　　所　　群馬大学教育学部内　大学会館１階生協食堂「あらくさ」 
会　　費　　4,000 円（大学院生は 2,000 円） 
＊本年度から三学会合同懇親会冒頭に大会記念撮影を行うことになりました。	

第12号 平成26年3月31日 
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《	会員書作展	》	 	 	 	
●日　　時　　10 月４日（金） ～ 10 月６日（日）  
●会　　場　　群馬大学教育学部 C 棟Ｃ 402 教室

《	理事会	》	 	
●日　　時　　10 月４日（金）　18：30 ～ 20：30  
●会　　場　　前橋さくらホテル（３階宴会場）

《	総会資料	》	 	

資料１ 　　平成24年度事業報告　→　承認

（平成 24 年）  ４月 29 日 高等学校書道教員免許対応テキスト編集委員会（日本大学）
  ５月 13 日 常任理事会／高等学校書道教員免許対応テキスト編集委員会（跡見学園女子大学）
  ５月 19 日 高等学校書道教員免許対応テキスト図版撮影（淑徳大学）
  ６月中旬 平成 24 年度（京都）大会案内はがき作成・発送
  ７月 10 日 平成 24 年度（京都）大会要項（第 1 次）、会員書作展出品要項、会員票、会費払込用紙 発送
  ７月 27 日 平成 24 年度（京都）大会研究発表応募締切日
  ７月 29 日  常任理事会〈平成 24 年度（京都）大会、発表者及び発表順、総会議事案、高等学校書道教

員免許対応テキスト等 について〉
  ８月  ９日  常任理事会／三学会合同役員会（京都大会について）
   ８月 10 日  平成 24 年度会員書作展作品送付締切日
   ９月  ３日  高等学校書道教員免許対応テキスト編集委員会（跡見学園女子大学）
  ９月  ８日 平成 24 年度（京都）大会第２次案内、会報、学会誌 等 発送
 10 月  １日 学会誌論文投稿申込締切日
 10 月６～８日 平成 24 年度会員書作展（京都教育大学／教育博物館・学びの森ミュージアム）
 10 月  ７日 理事会（京都大会、役割分担確認、総会議事検討）／三学会合同懇親会
 10 月  ８日 平成 24 年度（京都）大会（総会、研究発表、大会記念講演）
 11 月 16 日 学会誌投稿論文受付締切日　
 11 月下旬～ 学会誌投稿論文査読

（平成 25 年）  １月 14 日 常任理事会（査読結果確認及び学会誌の発行について）／テキスト編集委員会　　
  １月～３月 学会誌編集
  ２月 16 日 テキスト編集委員会
  ３月  ９日 常任理事会／三学会合同役員会（京都大会反省、平成 25 年度大会について）
  ３月 30 日 高等学校書道教員免許対応テキスト『書の古典と理論』（光村図書出版）刊行

資料2 　　平成24年度決算報告　→　承認

Ａ：収入の部
　　1）平成 23 年度繰越金 2,021,327 円
　　2）平成 24 年度会費（189 名）  1,353,000 円
　　3）雑収入（預金利息） 201 円 
　　4）京都大会参加費残金 14,798 円
　　合　計 3,389,326 円

Ｂ：支出の部
　　1）京都大会：運営費補助（講師謝礼含む） 150,000 円
　　2）幹事会費（会議費：56,718 円　交通費：119,160 円） 175,878 円
　　3）テキスト編集委員会費 196,540 円
　　4）通信費 64,870 円
　　5）印刷費（学会誌：262,500 円、会報：120,750 円） 383,250 円
　　6）事務費 （消耗品費・会費払込手数料他）   60,997 円 
　　7）予備費（お悔やみ 1 件）   21,367 円
　　合　計 1,052,902 円

　　（Ａ）収入 ― （Ｂ）支出 ＝ 次年度繰越金
　　3,389,326 円 ― 1,052,902 円 ＝ 2,336,424 円

 上記の通り報告いたします。 平成 25 年 10 月 4 日 事務局会計担当 柿木原くみ　㊞
 以上相違ありません。 平成 25 年 10 月 4 日 監　　　　　査 大橋　修一　㊞
   同 岡本　直人　㊞
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資料３ 　　平成25年度事業計画（案）→　承認

（平成 25 年）  ６月 20 日 平成 25 年度（群馬）大会、第 1 次案内、会員書作展出品要項、学会誌、会費払込用紙 発送
  ７月 19 日 平成 25 年度（群馬）大会研究発表応募締切日　
  ７月 28 日 常任理事会〈平成 25 年度（群馬）大会、発表者及び発表順、総会議事案、等 について〉　　　
  ８月 10 日 平成 25 年度会員書作展作品送付締切日　　
  ９月 ５日 書写・書道教育推進協議会（如水会館）
  ９月 14 日 平成 25 年度（群馬）大会 第２次案内、発表要旨集、等 発送
  ９月 25 日 学会誌論文投稿申込締切日
 10 月４～６日 平成 25 年度会員書作展（群馬大学教育学部）
 10 月 ４日 理事会（群馬大会、役割分担確認、総会議事検討）
 10 月 ５日 平成 25 年度（群馬）大会（総会、研究発表、大会記念講演）／三学会合同懇親会
 10 月 10 日 書写・書道教育推進協議会（八重洲富士屋ホテル）
 11 月 15 日 学会誌投稿論文受付締切日　
 11 月下旬～ 学会誌投稿論文査読
 12 月下旬 常任理事会（査読結果確認及び学会誌の発行について）

（平成 26 年）  １月～３月 学会誌編集
  ３月中旬 常任理事会／三学会合同役員会（群馬大会反省、平成 26 年度大会について）

資料４ 　　平成25年度予算（案）→　承認

Ａ：収入の部
　　1）平成 24 年度繰越金 2,336,424 円
　　2）平成 25 年度会費収入（200 名） 1,200,000 円 
　　3）雑収入（預金利子） 200 円

　　合　計 3,536,624 円

Ｂ：支出の部
　　1）群馬大会：運営費補助 150,000 円
　　2）理事会費（会議費：200,000 円　交通費：200,000 円） 400,000 円
　　3）テキスト編集委員会費 300,000 円
　　4）通信費 200,000 円
　　5）印刷費：学会誌・会報 600,000 円
　　6）事務費（消耗品費・会費払込手数料他） 100,000 円
　　7）予備費 1,786,624 円

　　合　計 3,536,624 円

資料５ 　全国大学書道学会	役員一覧（平成 26 年４月から平成 28 年３月まで）（案）→　承認
         　　　　＊印は新任

参　　与　　　加藤　達成　　吉田　　繁　　城所　　正　　＊前田舜次郎　　＊野中　浩俊
会　　長 ＊平形　精一（常葉大学）
副	会	長  竹之内裕章（佐賀大学名誉教授）
理	事	長 ＊横田　恭三（跡見学園女子大学）
副理事長  
常任理事  鈴木　晴彦（日本大学） [ 学会誌編集担当 ]
  小川　博章（淑徳大学） [ 学会誌編集担当 ]
 ＊ 永由　徳夫（群馬大学） ＊平成 26 年３月、理事（地区担当）より異動
  柿木原くみ（相模女子大学） [ 事務局・会計担当 ]
  石井　　健（東京学芸大学） [ 事務局・庶務担当 ]

理　　事（地区担当）　＊各地区原則２名
　［北海道］  辻井　義昭（北海道教育大学名誉教授）
 　 須田　義樹（北海道教育大学）
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　［東　北］  玉澤　友基（岩手大学）
　［北　陸］  押木　秀樹（上越教育大学）
 　角田　勝久（新潟大学）
　［関　東］  森岡　　隆（筑波大学）
　［東　海］ 　木村　博昭（愛知教育大学）
 　 中根　安治（岐阜女子大学）
　［近　畿］ 　萱　のり子（大阪教育大学）
 　 岡田　直樹（京都教育大学）
　［中　国］ ＊住川　英明（鳥取大学）
 　谷口　邦彦（安田女子大学）
　［四　国］  東　　賢司（愛媛大学）
 　 森上　洋光（四国大学）
　［九　州］ 　 小原　俊樹（福岡教育大学）
 　 神野　雄二（熊本大学）

理　　事（会務担当）　＊若干名
 　 杉山　勇人（鎌倉女子大学）
 　見城　正訓（静岡大学）
監　　査  大橋　修一（埼玉大学）
  ＊計良　裕佳（新潟大学／相模女子大学／大東文化大学）

資料６ 　書写・書道教育に関する要望書

第12号平成26年3月31日 

書写・書道教育に関する要望書

　昨今のパソコン等を代表とする IT 文化の飛躍的な進化には目を見張るものがあり、まさに人類の英知が結実したも
のといえるでしょう。一方でこの趨勢が、長い歴史の中で培われた伝統や文化といった、民族各々が大切に保持継承し
てきた有形、無形の遺産に対する認識と理解を希薄にするのではないかと危惧する声もあります。
　現在、日本でもこのような観点から政治、経済、文化を通じ、健全で確固たる国家観を有する国民、特に次世代を担
う青少年の育成を重要視すべきであり、教育的措置が図られなければならないと考えます。
　こうした中、我が国には最も誇りうるものがあります。それは漢字、仮名（平仮名、片仮名）等を自在に使用し、言
語を表記する文化です。このような言語形態と言語表記を有する国は世界のどこにも例を見ることができません。さら
に、その表記を担ってきたのが毛筆による我が国の文字文化であり、毛筆文化は単に表記のみならず、美への発展とな
り、日本文化の象徴的存在といっても過言ではありません。
　さて、我が国の書写・書道教育については学習指導要領に目標が示され、達成のための指導内容等が明記されていま
す。その根幹をなす理念として、毛筆教育には伝統的な言語文化に触れたり、毛筆書写することにより文字文化を尊重
し、親しむ態度を育成することが掲げられています。さらには静かな環境で筆を持つことによって心を落ち着かせ、集
中力を高める効果をもたらすということも事実のようです。
　したがってここに、小、中学校国語科書写、特に毛筆書写教育の一層の充実、ならびに高等学校芸術科書道教育に関
する要望をいたします。

　一、  小学校においては、国語科書写教育の一層の充実および硬筆の基礎となる毛筆を第一学年から取り上げ、文字の
成り立ちや筆順に触れることなど、毛筆が授業で確実に教えられるよう各学校への指導を徹底していただきたい。

　二、  中学校においては、国語科書写教育の一層の充実および学習指導要領に示された内容ならびに時間数を確実に実
施していただくとともに、とりわけ毛筆による書写の学習等を通じて、我が国の言語文化の豊かさに触れるよう
な実践をするよう各学校へ強く指導していただきたい。

　三、  高等学校においては、書道教育の一層の充実および我が国の伝統文化の尊重という視点に立って、芸術科書道の
科目の増単位を要望するとともに、生涯学習社会における書道教育の一層の充実という観点から各都道府県教育
委員会に書道教員の採用拡充を求めていただきたい。
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　なお教育現場の中では、毛筆の授業にあたり、担当する教員が基礎的な書写技能や指導法に自信が持てず、小学校、
中学校において毛筆の書写教育が十分行われていない現状等にかんがみ、現場への具体的な支援および教員養成大学学
部での指導等についても格段のご高配を賜りたく存じます。

　平成二十五年五月十五日

 公益社団法人全日本書道連盟 理事長　樽本　樹邨
 公益財団法人全国書美術振興会 会　長　荒船　清彦
  理事長　津金　孝邦
 全日本書写書道教育研究会 理事長　長野　秀章
 全日本高等学校書道教育研究会 会　長　小林　典彦
  理事長　瀧　　俊朗
 全国大学書写書道教育学会 理事長　宮澤　正明
 全国大学書道学会 理事長　平形　精一

　なお、この要望書に賛同するその他の書道関係団体を以下に列記いたします。

　　一般財団法人毎日書道会　　読売書法会　　産経国際書会　　公益社団法人日本書芸院
　　全日本書文化振興連盟　　　全国書道高等学校協議会

　文部科学大臣　　下村博文　殿

資料７ 　会員異動

平成25年度	《	新入会員	》
  吉田　　真（全国書写書道教育振興会理事／推薦者：加藤達成）
  永由　徳夫（群馬大学准教授）
  尾川　明穂（安田女子大学助教）
  岡野屋宏一（桐朋女子中・高等学校教諭／推薦者：永由徳夫）
  亀田絵里香（実践女子大学・日本大学・埼玉大学非常勤講師）
  湯川　恵子（日本放送協会学園講師／推薦者：永由徳夫）
  福井　淳哉（帝京大学専任講師）
  中村　史朗（滋賀大学教授）
	 《	新入準会員	》 
  山下　由季（東京学芸大学大学院修士課程／推薦者：橋本栄一）
  廣木　知佳（新潟大学大学院修士課程／推薦者：鶴田一雄）
  八尋　友惟（東京学芸大学大学院修士課程／推薦者：橋本栄一）
  武井　彩香（群馬大学大学院修士課程／推薦者：永由徳夫）
  阿部　啓隆（帝京大学大学院修士課程／推薦者：福井淳哉）
  高橋　由樹（帝京大学大学院修士課程／推薦者：福井淳哉）
  名取　誠純（帝京大学大学院修士課程／推薦者：福井淳哉）
  大平　竜也（帝京大学大学院修士課程／推薦者：福井淳哉）
  河島　由弥（帝京大学大学院修士課程／推薦者：福井淳哉）
  鳥本　淳平（滋賀大学大学院修士課程／推薦者：中村史朗）
平成24年度	《	退会者	》
  新井　和徳　　石田　真弓　　海野　正治　　北川有岐子　　木本　滋久　　中澤　　功　　西口　雅子
  萩　　信雄　　牧　　愛子　　松清　秀一　　村井　清志　　吉澤　龍二　　渡辺富美雄

資料８ 　全国大学書道学会規約　→掲載省略		学会誌『大学書道研究』巻末をご参照ください。
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群馬大会：集合記念写真（於三学会合同懇親会）
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愛
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学
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津
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介 

東
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留
文
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学

九
澤
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子 
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県
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湊
高
等
学
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久
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健 
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本
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尚
絅
大
学

沓
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一
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屋
市
立
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学
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南 

福
岡
県 
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岡
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育
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福
岡
県 
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黒
田
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埼
玉
県

黒
田
　
忠
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広
島
県 
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ル
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黒
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埼
玉
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計
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群
馬
県 
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子
大
学 
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正
訓 

静
岡
県 

静
岡
大
学
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口
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幸 

福
岡
県 
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誠
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岡
県
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高 

岡
山
県 

岡
山
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小
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憲
一 
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県 
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学
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大
明 
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野
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信
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豊
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大
学
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県
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都
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田
大
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広
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県 

安
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学
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り 
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県
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友
　
克
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東
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都 

武
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野
大
学
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院
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学
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潟
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熊
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熊
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田
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静
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清 
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県 
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県 

日
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学

鈴
木
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葉
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了
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大
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葉
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神
奈
川
県
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橋
　
克
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岩
手
県

高
橋
　
由
樹 

東
京
都 

帝
京
大
学
大
学
院

高
柳
　
幸
雄 

東
京
都 

二
松
学
舎
大
学

滝
口
　
雅
弘 

静
岡
県 

田
口
尹
基
子 

千
葉
県 

専
修
大
学

武
井
　
彩
香 

群
馬
県 

群
馬
大
学
大
学
院

竹
嶋
　
秀
聡 

三
重
県 

県
立
神
戸
高
等
学
校

竹
之
内
裕
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佐
賀
県 

佐
賀
大
学

谷
口
　
邦
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島
県 

安
田
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大
学

田
畑
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東
京
都 

獨
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埼
玉
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等
学
校

玉
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友
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岩
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岩
手
大
学

淡
海
書
道
文
化
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門
学
校 

滋
賀
県 

塚
本
　
　
宏 

東
京
都 

和
洋
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子
大
学
名
誉
教
授

辻
　
　
尚
子 

徳
島
県 

四
国
大
学

辻
井
　
義
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北
海
道 

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授

圡
田
　
奈
美 

新
潟
県 

新
潟
大
学
大
学
院

角
田
　
勝
久 

新
潟
県 

新
潟
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学
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千
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学
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大
学
院
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新入会員推薦のお願いならびに入会申し込みについて

会員の皆様から、新入会員（準会員）をご推薦いただき、本会の一層の充実を図りたいと考えております。会報の最終ページの申込書をコピーの上、
お申し込みいただきたくお願い申し上げます。
〈入会手続き〉
＊	「新入会員用会員原票（入会申込書）」に必要事項を記入の上、事務局・会計担当（下記所在地）まで郵送または FAX（042−743−4717）	 	

してください。
＊	新入会員用会員原票（入会申込書）の受領ならびに入会年度年会費の払い込みを確認した後、常任理事会の承認を経て、総会で新入会員（準会員）

の報告をいたします。
＊	年会費は、会員 6,000 円、準会員 5,000 円です。なお、大学院生（準会員）は、大学院修了後は、会員の資格として扱います。
＊	送金は、事務局・会計担当まで郵便振替払込用紙（赤色用紙）をご請求いただき、郵便振替にてお願いいたします。（用紙の通信欄に、「新入会

員入会年度年会費」もしくは「新入準会員入会年度年会費」と明記してください。）
＊	払込先は下記の通りです。

■	口座番号　00110− 9− 613810　　　■	加入者名　全国大学書道学会

 〈事務局・会計担当〉 〒 252-0383　神奈川県相模原市南区文京 2－1－1
  TEL　042－749－1405
  相模女子大学学芸学部　柿木原研究室内　全国大学書道学会事務局（会計担当）
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学 

　

安
原
　
亜
悠 

岡
山
県

柳
田
さ
や
か 

神
奈
川
県 

畠
山
記
念
館

矢
原
　
徳
子 

広
島
県 

尾
道
大
学

八
尋
　
友
惟 

東
京
都 

東
京
学
芸
大
学
大
学
院

山
内
　
常
正 

静
岡
県 

静
岡
大
学

山
崎
真
由
美 

東
京
都 

都
立
新
宿
高
等
学
校

山
下
　
由
季 

東
京
都 

東
京
学
芸
大
学
大
学
院

山
本
　
　
彩 

広
島
県 

筆
の
里
工
房

山
本
　
　
興 

島
根
県 

県
立
松
江
農
林
高
等
学
校

山
本
　
祐
司 

愛
知
県 

安
城
学
園
高
等
学
校

湯
川
　
恵
子 

千
葉
県 

日
本
放
送
協
会
学
園

湯
澤
　
　
聡 

広
島
県 

安
田
女
子
大
学

横
田
　
恭
三 

埼
玉
県 

跡
見
学
園
女
子
大
学

吉
川
美
恵
子 

奈
良
県 

奈
良
教
育
大
学

吉
澤
　
義
和 

埼
玉
県 

文
教
大
学

吉
田
　
　
繁 

埼
玉
県 

東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授

吉
田
　
　
真 

東
京
都 

全
国
書
写
書
道
教
育
振
興
会

和
田
　
圭
壮 

福
岡
県 

福
岡
教
育
大
学

和
田
　
幸
大 

東
京
都 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所

渡
瀬
　
　
仁 

静
岡
県

平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
現
在

*  

氏
名
を
五
十
音
順
に
配
列
し
、
居
住
地
の
都
道
府
県

名
、
所
属
を
記
し
ま
し
た
。
所
属
に
つ
い
て
、
変
更

の
申
し
出
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
昨
年
度
の
一
覧

に
掲
載
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

*  

氏
名
、
都
道
府
県
、
所
属
に
変
更
あ
る
い
は
誤
り
が

あ
る
場
合
、
記
載
漏
れ
が
あ
る
場
合
は
事
務
局
庶
務

担
当
ま
で
文
書
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

*  
現
在
、
大
会
案
内
、
学
会
誌
、
会
報
等
は
ヤ
マ
ト
運

輸
の
メ
ー
ル
便
で
送
付
し
て
い
ま
す
。
住
所
を
変
更

さ
れ
た
場
合
、
転
送
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
住
所
変
更・

転
居
の
場
合
は
、
新
た
な
住
所
・
転
居
先
を
速
や
か

に
事
務
局
庶
務
担
当
宛
文
書
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
正
確
・
迅
速
な
発
送
を
期
す
た
め
に
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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第12号 平成26年3月31日 

全国大学書道学会新入会員（準会員）用会員票　入会申込書
どちらかに○〔  会員 ・ 準会員  〕 申込年月日　平成　　　年　　　月　　　日

郵便番号　〒　　　　－

住　所（自宅）

帰省先（大学院生のみ記入）　〒　　　　－

ふりがな
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雅号

電話（自宅）　　　　　　　（　　　　　）

FAX（自宅）　　　　　　　（　　　　　）

e-mail
自宅・勤務先

所属機関 名　称

会　員：名誉教授　教授　准教授　講師　助教　助手　非常勤講師　教諭
　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
準会員：大学院　博士課程　修士課程

所在地（所属機関）　〒　　　　－

電話（所属機関）　　　　　（　　　　　）

FAX（所属機関）　　　　　（　　　　　）

推薦者（会員）氏名

推薦理由

本会規約第２条に定めた資格（国公私立大学・短期大学 ･ 付属学校・専門学校の書道担当教員、及び元会員）に該当する
方は、推薦者及び推薦理由の記入は不要です。

＊ ご記入いただいた住所・氏名等の情報は、本学会事務のために利用し、そのほかの目的では
利用しません。

事務局［会計担当］相模女子大学 柿木原くみ 宛  郵送・FAX 願います。

送付先	 〒 252-0383		神奈川県相模原市南区文京2−1−1
	 FAX		042−743−4717
	 相模女子大学学芸学部　柿木原研究室内　全国大学書道学会事務局（会計担当）	


